
○「和食」と「京文化」を学び、卒業時には調理師免許を取得可能とする。 

○日本料理アカデミーや和食料理店等と連携し、卒業後現場で即戦力となる人材を育成 

○丹波自然運動公園を活用し、地域と協同した「高校生レストラン」の運営 

○地元生産系企業等と連携した生産・製造・販売流通までのトータル学習 

○京丹波ブランドの活用、農芸高校との共同学習 

○「ウィードの森」をおもてなしの観点から活用した学習展開 

強力な連携 
食品科学科の生産物を活用し調理 

ウィードの森での「おもてなしカフェ」等 

○探究型学習(アクティブラーニング)による京丹波魅力発信取組の展開 

○スーパーアドバンスコース(ＳＡ)でのタブレット常時活用やＩＣＴによる新しい補習システム 

 を導入し、難関大学への着実な進学をサポート 

○柔軟な教育課程を編成することで多様な生徒のニーズに対応することを検討 

 （例：単位制、連携型中高一貫、卒業単位の弾力化 等） 

○寮の整備や地域協同によるホームステイ制度の創設 

○京丹波町からの支援を活用した様々な資格取得の支援充実 

○学習支援センターによる学力充実 

○ホッケー部、野球部の強化充実、地元中学校と連携した各種競技の競技力充実 


